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償還 運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「りそな・リスクコントロールファンド２０１９－１２」は、信託約款の規定に基づき、2022年４月26日に信託期間が終了し、繰上
償還いたしました。 
ここに、設定以来の運用状況と償還内容をご報告いたしますとともに、受益者のみなさまのご愛顧に対しまして、重ねてお礼申し
あげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 単位型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2019年12月17日から2022年４月26日（当初は2029年11月15日）まで 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内および先進
国の不動産投資信託証券等への分散投資を行い、安定した収益の確保と、信託財産の着実な成長を目指して運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそな・リスクコントロールファンド２０１９－１２ 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きます。以下

同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の

債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協会規則に

規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券
（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭマネーマザーファンド ・国内の公社債 

主 な 
投 資 制 限 

りそな・リスクコントロールファンド２０１９－１２ 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限
を設けません。 

ＲＭマネーマザーファンド 外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、元本超過額または経費控除後の配当等収益のうちいずれか多い額を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動
向等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

 

りそな・リスクコントロールファンド２０１９－１２ 
愛称：みつぼしフライト２０１９－１２ 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

受 益 者 
利 回 り 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

元 本 
残 存 率 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 額 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 銭 円 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 
2019年12月17日 10,000    － －    － － － － － － 100.0 

１期(2020年11月16日) 9,641    0 △359    △3.6 △3.9 5.6 1.1 50.1 1.8 82.6 
２期(2021年11月15日) 9,869    0 228    2.4 △0.7 16.9 1.5 75.7 4.9 64.7 
(償還時) (償還価額)          
３期(2022年４月26日) 9,517.55 － △351.45 △3.6 △2.0 － － － － 37.2 

 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年11月15日 9,869    － 16.9 1.5 75.7 4.9 

11月末 9,824    △0.5 16.0 1.7 75.7 4.7 

12月末 9,830    △0.4 15.3 1.5 78.7 4.5 

2022年１月末 9,638    △2.3 7.2 0.7 34.6 2.1 

２月末 9,577    △3.0 3.2 0.3 53.9 0.9 

３月末 9,529    △3.4 0.9 0.1 43.0 0.3 

(償還時) (償還価額)      

2022年４月26日 9,517.55 △3.6 － － － － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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○設定以来の運用経過 (2019年12月17日～2022年４月26日) 

 
 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。なお、当ファンドは単位型投信であり、実際には分配金は再投資されませんのでご留意ください。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は設定時10,000円から償還時9,517.55

円と値下がりしました。設定来では特に先進国株式が基準価額の主な値上がり要因となった一方、先進国債券

（為替ヘッジあり）が基準価額の主な値下がり要因となりました。 

投資対象とする資産の当期間の値動きは、先進国債券（為替ヘッジあり）、新興国債券、国内債券が下落し

た一方、そのほかのすべての資産は上昇しました。 

 

  

基準価額等の推移 
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りそな・リスクコントロールファンド２０１９－１２ 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。2020年３月には、新型コロナウイ

ルスの世界的な感染拡大による経済活動の停滞懸念が金融市場の混乱に繋がり、変動率の高い展開となりま

した。2021年以降は、日銀による大規模な金融緩和策が維持され、国内の長期金利は低位での推移が続きまし

た。2022年以降は、主要国中央銀行の金融政策正常化の前倒し観測の影響から10年国債利回りは日銀の変動許

容幅の上限である0.25％近辺まで上昇する展開となりました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。2020年３月には、新型コロナウ

イルスの感染拡大による経済活動の停滞懸念が強まり、主要国中央銀行は利下げや資産購入策など大規模な

金融支援策を展開しました。2021年には、主要国金利は歴史的低水準で推移する中、ワクチン接種進展等によ

る経済活動の正常化進展を背景に主要国金利は上昇しました。2022年以降は、主要国中央銀行による政策正常

化ペースの加速を織りこみ、主要国金利は一段と上昇しました。米国では、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）

によるインフレ抑制姿勢が強まり、米10年国債利回りは2.9％台まで上昇しました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。2020年３月には、新型コロナウイルスの感染拡大に伴

う経済活動の停滞懸念等から、一時大幅に下落しました。その後、政策当局による大規模な金融政策や財政政

策に対する期待などから反発が進みました。2021年央には、日経平均株価が1990年以来となる３万円を上回る

場面が見られました。2022年には、ＦＲＢをはじめとする主要国中央銀行の金融政策正常化の加速に伴い、上

昇幅を縮小する展開となりました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。2020年３月には、新型コロナウイルスの感染拡大に

よる経済活動の停滞懸念が強まり、一時大幅下落しました。その後、主要各国による大規模な財政・金融支援

策への政策効果期待から上昇に転じました。2021年には、緩和的な金融環境やワクチン接種の本格化による経

済活動の正常化期待が支援材料となり、上昇基調を維持しました。2022年は、主要国中央銀行の政策正常化の

加速を背景とする急速な金利上昇やウクライナ情勢を巡る不確実性による企業業績の悪化懸念などから上昇

幅を縮小しました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、設定時と比較して上昇しました。2020年３月には、新型コロナウイルスの感染拡大に伴

う経済活動の停滞懸念等から一時大幅に下落しました。その後、大規模な金融政策や財政政策による支援効果

期待や米国実質金利（名目金利から予想物価上昇率を差し引いた金利）低下を背景に新興国株式に買いが入る

展開となりました。2021年以降は、主要国対比でワクチン接種の進展に遅れが見られたことや、一貫して厳格

なゼロコロナ政策が維持される中国の軟調な推移を受け、上昇幅を縮小しました。 

 

  

投資環境 
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新興国債券市況 

新興国の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。2020年３月には、新型コロナウ

イルスの世界的な感染拡大による経済活動の停滞懸念が金融市場の混乱に繋がり、経済基盤が脆弱な地域の

金利上昇が強まりました。その後、主要中央銀行による大規模な金融緩和策が市場参加者の安心感に繋がり、

新興国債券の利回りの低下が進みました。2021年以降は、インフレ高進が見られたブラジルなどで利上げがい

ち早く進み、新興国金利は上昇基調となりました。2022年には、ロシアのウクライナ侵攻を背景に主要国は対

ロシア向け経済制裁を強化しました。これを受け、ロシア政府の信用リスク悪化に繋がり、ロシア国債の利回

りは大きく上昇しました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、設定時と比較して上昇しました。2020年３月には、新型コロナウイルスの感染拡大に

より経済活動の停滞懸念が強まり、急速に下落幅を拡大しました。その後、主要各国による大規模な財政・金

融支援策への政策効果期待から上昇に転じましたが事業環境の不透明感は払拭されず、買い戻しの動きは限

定的となりました。2021年は経済活動の正常化期待から上昇基調が維持されたものの、度重なる感染抑制策導

入を受け上値追いの乏しい展開となりました。2022年に入ると、主要中央銀行の政策正常化の加速を背景とす

る急速な金利上昇や世界的株安の影響を受け、下落しました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、設定時と比較して上昇しました。2020年３月には、新型コロナウイルスの感染拡大に

よる経済活動の停滞懸念が強まり、一時大幅に下落しました。その後、主要各国による大規模な財政・金融支

援策を受けて買い戻されました。2021年には、緩和的な金融環境やワクチン接種の本格化による経済活動の正

常化期待が支援材料となり、上昇基調を維持しました。2022年に入ると、主要中央銀行の政策正常化の加速を

背景とする急速な金利上昇や世界的株安の影響を受け、上昇幅を縮小しました。 

 

為替市況 

設定時と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、2020年３月には、新型コロナウイルス問題に伴う金融市場の混乱により一時変動率の高い

展開も見られました。2022年には、日銀に政策正常化の遅れが見られる一方で、ＦＲＢによる政策正常化の加

速が進み、金利差は拡大しました。これを受け、約20年ぶりに１米ドル＝129円台まで米ドル高円安が進行す

る場面が見られました。 

ユーロに対して、2020年央までユーロ安円高が進みましたが、ＥＵ首脳会談における欧州復興基金合意によ

る政策効果期待等からユーロ高が進みました。2022年以降は、ＥＣＢ（欧州中央銀行）による利上げ時期の前

倒し観測などから、ユーロ高が進行しました。 

新興国通貨は円に対して通貨高となり、米ドルに対して通貨安となりました。2020年３月には、新型コロナ

ウイルスの感染拡大懸念の高まりを受けて金融市場のリスク回避姿勢が強まり、新興国通貨は水準を切り下

げました。2021年以降は新興国で利上げが進み、円に対して通貨高が進行しました。 

 

  



品 名：90150_220005_003_04_りそな・リスクコントロールファンド２０１９－１２_915734.docx 

日 時：2022/6/3 9:16:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

りそな・リスクコントロールファンド２０１９－１２ 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）などへの分散投資を行い、中長期的に

信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。 

投資環境を定量的に分析し、安定性重視資産（国内債券・先進国債券（為替ヘッジあり））と成長性重視資

産（国内株式・先進国株式・新興国株式・新興国債券・国内リート・先進国リート）の配分比率を機動的に変

更することで、運用リスクのコントロールを行いました。安定性重視資産と成長性重視資産の配分比率の割合

は、70％：30％程度から90％：10％程度の範囲内で変更しました。 

2020年２月下旬のコロナショックの際には、リスク性資産における安定性重視資産への配分比率（目標値）

を最大である90％まで高めるとともに、キャッシュ等への配分比率を高位とすることで、基準価額の変動を抑

制しました。 

その後、市場のボラティリティ（価格変動性）の安定度合いに応じ、リスク性資産における成長性重視資産

への配分比率を再度引き上げる調整を行いました。また、基準価額の回復に伴い、2021年７月下旬にはキャッ

シュ等への配分比率を０％まで引き下げました。 

しかし、2022年１月以降、米欧の物価指標が上昇し、インフレ懸念の高まりを受けて、金融政策正常化に向

けた利上げペースが加速するとの見方から、主要先進国を中心に金利が上昇（債券価格は下落）しました。他

方、先進国株式市場においても、これまで上昇を続けていたハイテク株（金利敏感株）を中心に調整が入り、

加えてウクライナ情勢が重荷となり、株安・債券安の環境となりました。 

こうした中、当ファンドでは１月中旬以降、成長性重視資産の投資比率を引き下げ、安定性重視資産の投資

比率を引き上げたほか、キャッシュ等の組入比率を段階的に引き上げました。 

しかしながら、当ファンドの基準価額は下落し、基準価額が9,544円となった2022年３月11日以降、基準価

額と『確保ライン』との差が20営業日連続して50円未満（9,550円未満）となったことから、当ファンドは信

託約款に基づき繰上償還することとなりました。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。また、ベンチマークとの連動性を高めるため、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行いました。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 
 
  

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しま

した。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しまし

た。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭマネーマザーファンド 

国内の公社債を主要投資対象とし、利息等収益の獲得および流動性の確保を目指して残存期間の短い国内

の公社債へ投資することによりポートフォリオを構築しました。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は設

定しておりません。 

 

 

第１期および第２期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産

の中長期的な成長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益

（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行いました。 

第３期については償還のため分配は行いませんでした。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年11月16日～2022年４月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 35  0.364  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (15)  (0.157)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (19)  (0.192)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.015)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.001   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 9   0.093   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.005)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 保 証 料 ） ( 8)  (0.087)  保証料は、保証契約に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.002)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 44   0.458    

期中の平均基準価額は、9,679円です。  
 

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。    
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.04％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年11月16日～2022年４月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 33,110 46,150 224,443 317,231 

ＲＭ国内リートマザーファンド 12,949 18,523 107,399 152,259 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 139,727 274,694 967,760 1,940,844 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 26,402 41,554 196,680 319,822 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 31,139 44,485 228,403 330,441 
ＲＭ国内債券マザーファンド 523,325 545,438 2,322,312 2,420,763 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 16,210 16,739 146,558 157,799 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 2,092,242 2,126,886 9,315,235 9,410,630 
ＲＭマネーマザーファンド 4,515,855 4,500,000 4,515,855 4,499,598 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年11月16日～2022年４月26日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 23,937,517千円 15,833,242千円 3,772,905千円 17,857千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 65,012,304千円 111,810,479千円 15,670,881千円 88,601千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.36   0.14   0.24   0.20   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月16日～2022年４月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 24 13 155 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年11月16日～2022年４月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年11月16日～2022年４月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年４月26日現在) 

 

 2022年４月26日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

ＲＭ国内株式マザーファンド 191,332 

ＲＭ国内リートマザーファンド 94,449 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 828,032 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 170,278 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 197,263 

ＲＭ国内債券マザーファンド 1,798,987 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 130,347 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 7,222,992 
 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年４月26日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 6,929,449 100.0 

投資信託財産総額 6,929,449 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2021年11月16日～2022年４月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2022年４月26日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 6,929,449,303   

 コール・ローン等 6,929,449,303   

(B) 負債 106,134,801   

 未払解約金 71,670,540   

 未払信託報酬 24,781,691   

 未払利息 18,794   

 その他未払費用 9,663,776   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,823,314,502   

 元本 7,169,194,515   

 償還差損金 △  345,880,013   

(D) 受益権総口数 7,169,194,515口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 9,517円55銭 
 

（注） 当ファンドの設定元本額は19,250,909,180円、期首元本額は

12,466,301,121円、期末における元本残存率は37.2％です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は0.951755円です。 

（注） 2022年４月26日現在、純資産総額は元本額を下回っており、そ

の差額は345,880,013円です。 
 

○損益の状況 (2021年11月16日～2022年４月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △  1,102,569   

 支払利息 △  1,102,569   

(B) 有価証券売買損益 △358,408,715   

 売買益 217,125,558   

 売買損 △575,534,273   

(C) 信託報酬等 △ 50,242,718   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △409,754,002   

(E) 前期繰越損益金 △163,054,766   

(F) 解約差損益金 226,928,755   

 償還差損金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △345,880,013   
 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
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りそな・リスクコントロールファンド２０１９－１２ 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2019年12月17日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2022年４月26日 資 産 総 額 6,929,449,303円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 106,134,801円 

純 資 産 総 額 6,823,314,502円 

受益権口数 19,250,909,180口 7,169,194,515口 △12,081,714,665口 受 益 権 口 数 7,169,194,515口 

元 本 額 19,250,909,180円 7,169,194,515円 △12,081,714,665円 １万口当たり償還金 9,517円55銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 15,904,875,360円 15,333,779,771円 9,641円 0円 0％ 

第２期 12,466,301,121   12,303,246,355   9,869   0   0   

信託期間中１万口当たり総収益金及び年平均収益率 △482円45銭 －％ 
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 9,517円55銭 
 
 
 

○お知らせ 

2022年４月８日付けで当ファンドの基準価額と『確保ライン』との差が20営業日連続して50円未満となった

ため、約款の規定に基づき2022年４月26日付けで信託終了（繰上償還）いたしました。 
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